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静岡地学 79号 (1999)

見掴盟盟- (その)
はどこ

和 田 秀 樹*..楠 *ネ

静岡県地学会のこれまでの活動に対する会員へのアンケート調査を、平成 9年秋に実施いたしまし

た。これらの調査結果とアンケートに添えられた、できるだけ多くの意見を前号(静岡地学、 76号)

に収録させていただきました。本号ではこれらのデータの分析をふまえて、地学をとりまく

究環境の推移と最近の動向を振り返り、 21世紀が間近となった現在、新世紀に向かつての地学会の役

とその抱える まとめてみまし 1'-0 

県地学会は絶滅してしまうのか。
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静岡地学 79号 (1999)

黒地学会誌社会に大きく関かれた窓

地学会初期の活動記録をみると"硬いものとやわらかいもの円(地学しずはたに掲載された鮫島文

集)に見られるように、人造鉱物合成の話から、宇宙開発 e 宇宙旅行の話まで、実に巾広い話題が扱

われています。そのころの地学は理科教育の中でどんな教材をどのように教えたらよいか模索してい

た時代でした。まさに、地学会の活動によって理科の中に地学が普及していったのです。それを活発

にしたのは、この会を盛り上げた会員の意欲と熱心な活動、それに答える情報を提供してきた

の熱意にあったと思います。

これまでの県地学会の活動は、年 2

には海外巡検なども

による研究成果の発表、県内外の巡検会、

は、アンケートの結果にあるように、

っていません。初期の頃に行われた鉱物採集や微化
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海洋科学技術センタ一、

rr県立温泉地学研究所、

I1 自

どの研究者も多く しています。この会は

まだ創立以来 5年ですが、毎月例会を開き、会員やゲストによる最新の研究成果が紹介されたり、

近では地学教育の問題を扱ったりして活発な活動を続けています。このような、活発な例会が維持でき

るのは、

ら

的であったり、 レにユ ー ズにあっ しているか

私たちをとりまく自然の中には、

れらの変化を再発見するおもしろさを会員同士で共有したいものです。こ

たらよいかは、色々なアイデアと、的確な視点、たゆま

さ います。こ

どうやってとらえ

ければなりません。

県地学会の初期のころに比べて、
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価値ある情報を発見することが誰でも

も必要で、そのために、研究内容のわかり

に対応して行くこともこれから

りま
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先に取りまとめたアンケート

の地学教科と書きましたが、

と 風前の灯火

まれる「地球を知りた

れば、生き生きい iという の出現しかありません。そして、個人の持つ能力を十分に

り、もちろん個人の満足度も高くなるものと思います。とし
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